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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成28年2月12日(2016.2.12)

【公表番号】特表2015-506830(P2015-506830A)
【公表日】平成27年3月5日(2015.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-015
【出願番号】特願2014-548310(P2014-548310)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/88     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ   5/333    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  11/167    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/88     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/00     　　　Ｈ
   Ｃ０７Ｃ   15/46     　　　　
   Ｃ０７Ｃ    5/333    　　　　
   Ｃ０７Ｃ   11/167    　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月15日(2015.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の鉄化合物、少なくとも１種のカリウム化合物、少なくとも１種のセリ
ウム化合物、ＭｎＯ２として計算して、０．７～１０質量％の少なくとも１種のマンガン
化合物、及びＴｉＯ２として計算して、３０～１５０ｐｐｍの少なくとも１種のチタン化
合物を含む脱水素触媒。
【請求項２】
　前記触媒が、ＭｎＯ２として計算して、０．７～３質量％の少なくとも１種のマンガン
化合物を含む請求項１に記載の脱水素触媒。
【請求項３】
　前記触媒が、
　Ｆｅ２Ｏ３として計算して、５０～９０質量％の少なくとも１種の鉄化合物、
　Ｋ２Ｏとして計算して、１～３０質量％の少なくとも１種のカリウム化合物、
　ＭｎＯ２として計算して、０．７～１０質量％の少なくとも１種のマンガン化合物、Ｔ
ｉＯ２として計算して、３０～１５０ｐｐｍの少なくとも１種のチタン化合物、
　ＣｅＯ２として計算して、２～２０質量％の少なくとも１種のセリウム化合物、及び
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　任意に、０～３０質量％の少なくとも１種の更なる成分、
を含む請求項１又は２に記載の脱水素触媒。
【請求項４】
　前記触媒が、更なる成分として、それぞれ最も高い酸化状態の酸化物として計算して、
０．１～１０質量％の、モリブデン化合物、タングステン化合物及びバナジウム化合物か
らなる群から選択される少なくとも１種の化合物を含む請求項１～３のいずれか１項に記
載の脱水素触媒。
【請求項５】
　前記触媒が、更なる成分として、酸化物として計算して、０．１～１０質量％の少なく
とも１種のアルカリ土類金属化合物を含む請求項１～４のいずれか１項に記載の脱水素触
媒。
【請求項６】
　前記触媒が、
　Ｆｅ２Ｏ３として計算して、５０～９０質量％の少なくとも１種の鉄化合物、
　Ｋ２Ｏとして計算して、１～３０質量％の少なくとも１種のカリウム化合物、
　ＭｎＯ２として計算して、０．７～１０質量％の少なくとも１種のマンガン化合物、Ｔ
ｉＯ２として計算して、３０～１５０ｐｐｍの少なくとも１種のチタン化合物、
　ＣｅＯ２として計算して、２～２０質量％の少なくとも１種のセリウム化合物、
　ＭｇＯとして計算して、０．１～１０質量％の少なくとも１種のマグネシウム化合物、
　ＣａＯとして計算して、０．１～１０質量％の少なくとも１種のカルシウム化合物、
　ＭｏＯ３として計算して、０．１～１０質量％の少なくとも１種のモリブデン化合物、
　Ｖ２Ｏ５として計算して、０～１０質量％の少なくとも１種のバナジウム化合物、及び
　０～１０質量％の少なくとも１種の更なる成分、
を含む請求項１～５のいずれか１項に記載の脱水素触媒。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の脱水素触媒を製造する方法であって、以下の工程
；
　ｉ）少なくとも１種の鉄化合物、少なくとも１種のカリウム化合物、少なくとも１種の
セリウム化合物、ＭｎＯ２として計算して、完成品の触媒に基づいて０．７～１０質量％
の少なくとも１種のマンガン化合物、ＴｉＯ２として計算して、完成品の触媒に基づいて
３０～１５０ｐｐｍの少なくとも１種のチタン化合物、任意に更なる金属化合物、任意に
更なる成分、及び任意に少なくとも１種のバインダーを溶媒に混合することによる触媒プ
レミックスの製造工程、
　ｉｉ）工程ｉ）で得られた触媒プレミックスからの成形触媒体の製造工程、
　ｉｉｉ）前記成形触媒体の乾燥工程、及び前記成形触媒体の焼成工程、
を含む製造方法。
【請求項８】
　工程ｉｉｉ）において、前記成形触媒体を、５００～１２００℃の範囲の温度で焼成す
る請求項７に記載の脱水素触媒の製造方法。
【請求項９】
　炭化水素の触媒脱水素化方法であって、水蒸気及び少なくとも１種の炭化水素の混合物
を、請求項１～６のいずれか１項に記載の脱水素触媒と接触させることを特徴とする方法
。
【請求項１０】
　３～７．３５の範囲の水蒸気／炭化水素モル比を有する、水蒸気及び少なくとも１種の
炭化水素の混合物を使用する請求項９に記載の炭化水素の触媒脱水素化方法。
【請求項１１】
　炭化水素の触媒脱水素化方法であって、３～７．３５の範囲の水蒸気／炭化水素モル比
を有する、水蒸気及び少なくとも１種の炭化水素の混合物を、
　少なくとも１種の鉄化合物、少なくとも１種のカリウム化合物、少なくとも１種のセリ
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ウム化合物、及びＭｎＯ２として計算して、０．７～１０質量％の少なくとも１種のマン
ガン化合物を含む脱水素触媒と接触させることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　４～７の範囲の水蒸気／炭化水素モル比を有する、水蒸気及び少なくとも１種の炭化水
素の混合物を使用する請求項９～１１のいずれか１項に記載の触媒脱水素化方法。
【請求項１３】
　前記炭化水素が、エチルベンゼンである請求項９～１２のいずれか１項に記載の触媒脱
水素化方法。
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